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特集１ 大会企画シンポジウム「場をひらく～ 学校・病院・政治・福祉の子ども若者参画の地平 」
　　　　　　【ファシリテーター】栄留里美【登壇者】荻上チキ　森川すいめい　たかまつなな
特集２-１子どもアドボカシーセンター企画シンポジウム「各地のアドボカシーセンターの取り組み」
　　　　　　【ファシリテーター】山下祈恵【登壇者】相澤京美　志治優美　家本めぐみ　越智萌
特集２-２ ユース企画シンポジウム「ユースの考えるアドボカシー」
　　　　　　【ファシリテーター】田邉 紀華　七瀬 音羽【登壇者】あい　はしゆか　平井 登威
自由投稿論文　一時保護所で生活する子どもにとって有効なアドボケイトの実践方法とは何か   栄留里美
その他　　　　専門家のぼうしを脱ぐということと、子どもの最善の利益を考えること  山口刀夢 
　　　　　　　英国の子ども社会的養護の独自レビューについて　奥田陸子　古井佳雄
VOICE　　　　抵抗と表現の挟間で　 河南真衣
　　　　　　　「聴いてくれた」が自信につながる　 山内ゆな
　　　　　　　私にとっての子どもアドボケイト　ほんじょうたかこ
　　　　　　　当事者ではない誰かの都合から抜け出すこと　　片山祥子
書評　　　　　両角達平著『若者からはじまる民主主義―スウェーデンの若者政策』 　 川瀨信一
研究大会報告　2023年度（第2回）研究大会開催報告
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